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愛媛県宇和島市坂下津地先の魚類 目録

愛媛県南西部に位置する宇和海は,数 多くの湾

や入江を有するリアス式の海岸線が発達している.

本海域南部は黒潮の影響を受けるため,熱 帯 ・亜

熱帯性魚類を多く含む多様な魚類が報告されてい

る (辻 。平松,1987;坂 井ほか,1994).本 海域中

央部にあたる宇和島湾では,湾 口部にあたる堂崎

海岸や三浦半島周辺 (平松 ・辻,1986;水 野ほか,

1996),宇和島市の魚市場 (平松,1985)な どから

多くの魚類が報告されているが,い ずれも標本の

所在については言及されていない。

著者 らは,宇 和島湾の湾奥部に位置する坂下津

(さかしず)地 先において,標 本に基づく魚類 目

録をつくることを目的に調査をおこなつてきた。

調査は現在も継続中ではあるが,こ こでは 1999年

10月から 2001年 10月にかけて得られた魚類につ

いて報告する.な お,本 報告は愛媛県立宇和島水

水野 晃秀 ・木熊 慶吾 ・福本  運大

産高等学校における水産研究部水産増殖研究班の

部活動および科 目 「課題研究」の一環 としておこ

なつたものである.

調 査 方 法

1999年10月から2001年 10月にかけて,宇 和島

市坂下津地先の愛媛県立宇和島水産高等学校実習

筏とその周辺で採集をおこなつた (図 1).採 集方

法はアイカゴと呼ばれるカゴ網を主体とし,補 足

的に釣 りとタモ網を用いた。採集 した魚類は直ち

に 10%ホ ルマ リン水溶液で固定した 種の同定は

中坊編 (2000)および一部稚魚,若 魚について沖

山編 (1988)に基づきおこなった.分 類体系及び

種の配列は中坊編 (2000)に従つた.な お,本 報

告に使用 した標本はすべて,大 阪市立自然史博物

館魚類資料 (0 Nヽ H‐P)と して登録 ・保管 した.
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結 果 と 考 察

本調査で確認 された魚類は H目 30科 51種であ

る.以 下にこれ らの標本番号および括弧内に個体

数,標 本長範囲 (標準体長 :SL),採 集年月 日を

記すとともに,簡 単なコメン トを付 した.

Clupeiformes ニシンロ

Clupeidae ニシン科

l E/7“″ιおセ″s Oekり )ウ ルメイワシ

0 4ヽNH―P14075(2,946-977面 m SL,July ll,2001).

釣 りにより採集 した。北海道以南の世界中の暖

海域に分布する.宇 和島地方では後述するカタク

チイワシとともに,水 産上有用魚種である

Engraulidac カタクチイワシ科

2 3等 ″″′is ttροガε
“
(HOuttuyn)カタクチイフシ

(写真 1)

ONINH‐P14056(1,59 1nlm SL,M響 16,2001)

タモ網により採集 した。北海道以南,朝 鮮半島

～南シナ海北部に分布 宇和島地方では,本 種シ

ラスが巻網やすくい網などにより漁獲され,ち り

めんじゃことしてカロエ利用されている.

Siluriformes ナマズロ

Plolosidac ゴンズイ科

3 P/●′ぉぉノレο″溶σhunbergDゴンズイ

0 NヽH‐ P13947(1,181 7mm SL,May l,2000),14070

(1, 184 5nlm SL,June 13,2001), 14083(3,30.9‐342

nlm SL, Aug 28,2001), 14089(2, 86.7‐ 985mm SL,

Sep. 19,2001).

本州中部,富 山湾,紅 海～西部太平洋に分布.

幼魚は一般にゴンズイ玉と呼ばれる群れを形成す

る.調査海域ではサイズを問わずよく観察される.

Mugiliformes ボラロ

Mugilidte ボラ科

4 M,gil ο響力α′四 οリカα′四 Linnacusボ ラ

ONINH‐P14039(5, 13.4‐19 7nlln SL, May 2,2001).

タモ網により採集 した。北海道以南,西 アフリ

カ～モロッコ沿岸を除く,全 世界に分布.沿 岸浅

所に生息し,汽 水域から淡水域にまで侵入する.

Athenniformes トウゴロウイワシロ

Atherinidac トウゴロウイワシ科

5 夏″ο″ルルα徳″響 `KJOrdan and Starks)ギ
ンイ

ソイワシ (写真 2)

OMNH‐ P14057(8,32.5‐474mm SL,May 16,2001).

釣 り,タ モ網によ り採集 した。調査海域では 5

～ 6月 に群れをな して遊泳 しているところを観察

した.

Scorpa e n i F o n m e sカサゴロ

Scorpae n i d a e  フサカサゴ科

6 湊ら
"′
おεパ ″
""″
r2S(Cuv i e r )カサゴ (写真 3)

OMNH‐ P13920(1,62 1nlln SL,Oct.19,1999),13927

(1, 841mm SL, Feb 18,2000), 13938(2, 884

-lH 8mm SL,Apr 12,2000),13949(1,106 2mm SL,

June 21,2000),13953(1,1041mm SL,Sep 13,2000),

13970(1,117.3mm SL,Nov 8,2000),14036(5,979-

122.3mm SL,M響 2,2001), 14047(4, 1026-167.lmm

SL,May 9,2001), 14067(2,923-92 9nlm SL,June 13,

2001), 14088(3, 570-703mm SL, Aug 28,2001),

14091 (1, 79.4nlm SL, Sep 19,2001)

北海道以南の各地 ,東 シナ海 に分布 .宇 和海沿

岸では普通に見 られ る.調 査海域で はほぼ周年観

察す ることができる

7 &bぉ ′ιsレ
`″“
おCuvierメバル (写真 4)

ONINH‐P13928(1, 1501mm SL, Feb.18,2000),

13936(4, H5.7‐1595mm SL, Apr.12,2000), 14037

(2, 1019‐107 5nlln SL, May 2,2001), 14066 (2,

961‐109 4mm SL, June 13,2001), 14090(1, 70 0mm

SIン, Sep 19,2001).

北海道南部～九州 ,朝 鮮半島南部 に分布 .調 査

海域では春季に幼魚がよく観察 され る。

8 湊bαs′ιs sι″宇 ル HilgendOrfク ロソイ (写真 5)

ONINH― P13942(1, 143.3nlnl SL, Apr 12,2000),

13954 (1, 146.7n■m SL, Sep 13,2000)

日本各地,朝 鮮 半島,中 国に分布 .調 査海域で

はカサゴやメバルに比べると数は少 ない.

Tetrar o g i d a c  ハオコゼ科

9 夏″οのたSr″ら″″レ″おσemminCk and Schlegel)ハ

オコゼ (写真 6)

OMNH‐ P13921(1,50.lmm SL,Oct.19,1999),13929

(1,314mm SL,Feb.18,2000),13971(1,63.6mm SL,

Nov.8,2000), 14078(1, 61 9nlm SL, 」uly ll,2001).

本州中部以南,朝 鮮 半島に分布 .調 査海域では

沿岸浅海の転石帯にかけて観察 され る.

Hexagrammidac アイナメ科

10 Hcm『 α″滋α α『α″
“
7S Cemminck and Schlegelp
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クジメ (写真 7)

OⅣNH‐ P13944(2,98.5‐ H01mm SL,May l,2000),

14060 (1, 101.7mm SL,May 16,2001).

日本沿岸各地,朝 鮮半島南部お よび黄海に分布 .

体色は暗褐色で,体 側に自斑 をともな う.側 線が 1

本 であること,後 頭部に小皮弁があることお よび

尾鰭後縁が丸み を帯び ることで同属の他種 と区別

できる (篠原 ,1997).

C o " i d a cカ ジカ科

H Ps′″あら′ι″″fぶcοrr昴ルsほ thardSO n )アサ ヒアナ

ハゼ (写真 8)

ONINH‐P13930(1, 109.lmln SL, Feb 18,2000),

14068 (1, 116 3nlm SL, June 13,2001).

北海道南西部以南に分布 .近 縁のアナハゼ とは,

腹部に鱗 をもつこと,側 線上に皮弁をもつ こと,

国が小 さい こと等で区別できる.

12 Ps′
“
あらル″″iぉ″″οο′″′S Gintherア ,たハゼ

OMNH‐ P14038(1,1061mm SL,Mり 2,2001),14049

(3, 93.6‐116.8nlm SL, May 9, 2001), 14069(1,

lH 8mm SL,June 13,2001),14085(1, H99mm sL,

Aug 28,2001).

北海道南西部以南に分布 .調 査海域ではアサ ヒ

アナハゼ とともによく観察 され る.

Perciformes スズキロ

Apogoni d a e  テ ンジクダイ科

13 4"gο″″rgar Do d e r l c i nクロイシモチ (写真 9)

0 NヽH―P13931(2,768‐872mm SL,Feb 18,2000).

神奈川県以南,台 湾 ,南 シナ海に分布

Carangi d a eアジ科

14 &″jο″ 9′れ9″ο″α′α″ Temminc k  a n d  S c h l e g e lブ

リ (写真 10)

ONINH―P14051(1, 283mm SL, May 9,2001)

タモ網に より採集 された 愛媛県における主要

養殖魚種であ り,宇 和島市沿岸域では毎年 5月 頃,

本種稚魚 (も じやこ)を 対象 とした漁が行われ ,

養殖用種苗 として利用 されている.

15 ルασ″″″パブ″οガεお (Temminck and Schlegel)マ

アジ

ONINH‐P14092(1, 122 3nlm SL, Sep 19,2001).

釣 りによ り採集 された.宇 和島市沿岸域では主

に巻網によ り漁獲 されてお り,食 用 として利用価

値が高い.ま た ,釣 り餌用 として も蓄養 され ,利

用 されている

16 Dι

“

″″郷 ″″
“
αおj σemlninck and Schlegel)マ

ルアジ

0ンNH‐P14093(2, 1119‐ 112.7mm SL, Sep. 19,

2001).

釣 りによ り採集 された.宇 和海では先述 のマア

ジ とともに漁獲 され るが ,マ アジに比べ食用 とし

ての利用価値は低い。

Ⅱaemulidae イサキ科

17 Parapr旗 ″ο
“
″清″
`α
ル″(Thunberglイ サキ (写

真 11)

OMNH‐ P13964(1,798mm SL,Oct 24,2000),14094

(5, 83.3-93.lnlm SL, Sep 19,2001).

関東 。新潟県以南,黄 海 ,東 シナ海 ,南 シナ海

の沿岸に分布す るが,南 西諸 島には分布 しない.

調査海域では夏季～秋期 にかけて幼魚がよく観察

される

18 働αgra″″α′た″″ (Thunbe r g )コロダイ (写真

12)

0 NヽH‐ P14102(1, 209 4nlrn SL, Oct 3,2001).

釣 りによ り採集 された。南 日本,琉 球列島,東

シナ海 ,南 シナ海～西太平洋 ,イ ン ド洋に分布

Spa面dae タイ科

19シ α″″S Sα″bα(Forss饉リヘ ダイ (写真 13)

OMNH― P13916(1, 151 2mm, Oct.19,1999).

釣 りにより採集 された。南 日本 ,南 西諸島,イ

ン ド・西太平洋に分布.沿 岸岩礁域に生屈、す るが,

幼魚は汽水域にく)侵入す る.

20 P響
“
″″ο″(Temmin c k  a n d  S c h l e g e l )マダイ

(写真 14)

0～NH―P13950(1, 139 2mm SL, Junc 21,2000),

13966 (2,  1073-135 2nlm SL, Nov 8,2000), 14072

(1, 1814mm SL, June 13,2001), 14080(2, 90.1

‐103 4mm SL, Aug 28,2001)

愛媛県における主要な水産上有用魚種 .宇 和海

沿岸では種苗放流や養殖が盛 んに行 われている.

21 ふ″
""apο
″frα Tanakaチダイ (写真 15)

OⅣNH―P13963(2,959-1060mm SL,Oct.24,2000),

14076 (2, 88.6‐97 7nlm SL, July ll,2001).

琉球列島を除 く北海道南部以南,朝 鮮半島南部

に分布 .調 査海域では春季か ら夏季 にかけて観察

す ることができる.
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sinaginidae キス科          28 Ps・ ″あrabr2s,たら。ノ″ Mabuchi and Nakaboホシ

22 Silrag.J中″:“Temminck and Schiegelシロギス   ササノハベラ

(写葬モ16)                                   0ヽ NH‐ P14043(1,101.5mln SL,May 2,2001),14048

0NIINH‐P13957(2, 129.7‐ 173.9- SL, Sep. 20,     (1, 158 5nlm SL, May 9,2001).

2000).                      本州南部以南,台 湾に分布.宇 和海では近縁の

北海道北部と沖縄を除く日本各地,東 シナ海,   アカササノハベラ Ps“あ励 ぉ ιο励渤ぉ (Mabuchi

台湾に分布.調 査海域では夏季によく釣獲される.  and Nakabo)も 生息している (Mabuchi and Nakabo,

Muuidae ヒメジ科          1997).

23 ″レ″ιな力′ο庇雰 (HOuttuy■)ヒ メジ (写真 17)   29 ル′′c力ο
`″
s′ο
“
″″″″溶σemminck and Schlegel)

OMNH‐P13969(1,77.3nlm SL,Nov.8,2000).   キュウセン (写真 21)

釣 りにより採集された。 日本各地,イ ン ド,西    OMN‐ H‐P13943(1,174.4nlm SL,Mり1,2000),13952

太平洋に分布.                                    (2, 122.9‐ 156. 6mm SL, Sep.13,2000), 13959(1,

Embiotocidae ウミタナゴ科           161.Omm SL,Sep.20,2000),14061(1,139.6mm SL,

24 Dilra″αセ″″j″0″BIeekerウミタナゴ (写真 18)  May 16,2001),14084(1,159.lnlln SL,Aug.28,2001).

ONINH‐P14058(2,321‐352mm SL,May 16,2001),    沖縄県を除く函館以南,朝 鮮半島,シ ナ海に分

14071(2,135.0‐139.3nlm SL,June 13,2001),14081  布.調 査海域ではよく観察される魚種である。

(2,110.8‐114.4nlm SL,Aug.28,2001).            S● chneidae タウエガジ科

北海道中部～九州の日本各地,朝 鮮半島南部に   30 Dた クωο″αら
“
ζ″″′van der Hoevenダイナンギ

分布.調 査海域では春季から夏季にかけて観察す   ンポ (写真 22)

ることができる.                        OMNH‐ P13917(1, 189.5mm SL, Oct.12,1999).

PomacentH dae スズメダイ科        釣 りにより採集 した.本 種には形態的に異なる

25 0Ю
“
お″οra″″ο′α″σemminck and Schlegel)   地理的二型が知られ,fom aは 本州中部以南の太

スズメダイ                    平洋岸,瀬 戸内海,黄 海,渤 海に分布 し,fom b

OMNH‐P14077(2,86.1‐92.lnlm SL,July H,2001).  は積丹半島以南の日本海側,津 軽海峡,岩 手県,

秋田県,千 葉県以南,東 シナ海に分布.調 査海   島原半島および朝鮮半島に分布する (三木,1997).

域でよく観察される魚種である.          調査海域で得られた個体は分布域か ら考えて fom

Ci“ludac メジナ科         aの 集団と思われる。

26 G"JJa′″″
`″
ra Grayメジナ (写真 19)            Pinguipedidac トラギス科

OMNH‐P13933(1, 184.2mtn SL, Mar.27,2000),    31 Pα
“
P`κおsw&″  Jordan and Starksコウライ

13968(1,120.3nlln SL,Nov.8,2000),14073(1,   トラギス (写真 23)

519m SL, June 13,2001), 14082(1, 175,6■llln SL,        0■ヽヽH‐P13935(1,72.5nlm SL,Mar.27,2000),14065

Aug.28,2001),14095(1,120.4mm SL,Sep.19,2001)。   (2,79.2‐ 81 5mln SL, May 16,2001).

新潟県,房 総半島以南～鹿児島県,朝 鮮半島南    サンゴ礁を除く南 日本,朝 鮮半島,南 シナ海に

岸に分布.調 査海域では稚魚から成魚に至る個体   分布.

を観察することができる.                   Blenniidae イソギンポ科

Centrolophidac イボダイ科         32 P″ αb ″々′′
“
s yarabι′KJOrdan and Snyde→イ ソギ

27 Ps¢″がおα″ο″α″(Temminck and SchlegeDイボ   ンポ (写真 24)

ダイ (写真 20)                     OMNH‐ P13932(1,70.2mm SL,Mar.27,2000),14064

0MNH― P14050 (1, 24.lnlnl SL, May 9,2001).        (1,673mm SL,May 16,2001), 14086(1,68.5nlll■ SL,

ミズクラゲИ″
`7in 
α″
"の
傘下で遊泳している  Aug.28,2001).

ところをタモ網により採集 した            筏のフロー ト部でタモ網により採集 した。下北

Labridac ベラ科          半島以南,奄 美大島以北の日本各地 に分布.
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33 ■雄 77a`″argi″α″ (Gintheうタテガ ミギンポ

(写真 25)

OMNH‐ P13940(2,31.3-740n m SL,Apr.12,2000),

14041(3,38948.lmm SL,May 2,2001),14052(1,

66.4nlm SL, May 9,2001).

上述のイ ソギンポ と同所で採集 した.頭 部正中

線 に房状の皮弁があることで他種 と区別す ること

ができる.

34 2″
“
cirresレ″たりs αalencie n n e s )ニジギンポ

(写真 26)

OMNH‐ P13926(1,49.9nlm SL,Feb.18,2000),13941

(4,455‐80.2mm SL,Apr.12,2000),13951(1,59.9mm

SL,June 21,2000),14040(2,62.7‐77.2mm SL,May 2,

2001), 14059 (1, 55.5nlln SL, May 16,2001).

下北半島以南の南 日本 ,西 部太平洋の熱帯～温

帯域に分布 調査海域 ではよく観察 され る魚種で

ある.

Callio n y m i d a e  ネズッポ科

35 Rψ ο″νc“2.9“″′ω″″お αalencie n n e s )ネズ ミ

ゴチ (写真 27)

OⅣNH‐P13958(1, 129.4nlm SL, Sep.20,2000),

13967 (2, 103.6‐163.4nlm SL, Nov.8,2000).

仙台湾以南お よび北海道南部以南の 日本海 ,南

シナ海に分布.

Gobioidei  ハ1ビI目

Gobilda c  ハゼ科

36 C睦 ″ogめだ νあsな (Guiche n o t )ドロメ (写真

28)

OMNH‐ P14044(31, 15.4‐24.6nlm SL,May 2,2001),

14063 (1, 28.lnIIn SL, May 16,2001).

表層近 くで群れをな して遊泳 していた ところを

タモ網により採集 した.

37 Pκ ″οg,bi"ッ irgO σemminck and SchlegeDニ シ

キハゼ (写真 29)

ONIINH‐P13918(1, 125.3nlm SL, Oct 12,1999),

13955(2, 126.3‐126 8mm SL, Sep.13,2000)

調査海域 では夏季か ら秋季にかけて しば しば観

察 され るよ うである.

38  Prι′οgοbitrs z“οた
“
溶 Jordan and S■yderチ ャガ

ラ (写真 30)

OνNH‐P14053(4,23.2‐25.9rrlln SL,May 9,2001),

14062(1, 31.9nlnl SL, May 16,2001).

表層近くを遊泳 しているところをタモ網により

採集 した.春 季には, ドロメと群れをなして混泳

しているところをしばしば観察した.

39 吻 =0“
"′
′推′0′alenCiemes)イ トヒキハゼ

(写真 31)

0剛 H P13960(2,85.0‐85.9mm SL,Sep.20,,2000),

13972(1, 83 7mm SL, Nov 8,2000).

新潟県 ・千葉県～九州,イ ン ド洋～西部太平洋

に分布.

40 /sた ″

"庇
ψ κ″ipaplCraa Ruppellホシハゼ

OMNI‐ P14122(1, 35,7mm SL, Dec.15,2000).

カゴ網により採集 された 千葉県 ・福岡県～琉

球列島,八 丈島,小 笠原諸島父島,イ ン ド洋～中

・西部太平洋に分布.

Siganidae アイゴ科

41 Sig餌ぉ/2sιι
““
S αOuttuyn)アイゴ (写真 32)

OMNH‐ P13919(1, 107.2mm SL, Oct.12,1999),

13974(1, 236.7mm SL, Dec.12,2000).

琉球列島を除く下北半島,台 湾,西 オース トラ

リアに分布.調 査海域ではよく観察 される魚種で

ある.

Scombridae サバ科

42 /翡お″οοル′ouss。)マルソウダ (写真 33)

ONINH‐P13962(1, 259.3mm SL, Oct.24,2000).

釣 りにより採集 された。全世界の熱帯 ・温帯域

に分布.調 査海域では夏季から秋季にかけて幼魚

が大群をなして回遊 してくる.

Pleuronectiformes カレイ ロ

Pleuronctidac カレイ科

43 PJ′″″″acたs yoあみα″αο Gintherマ コガレイ (写

真 34)

OMNH‐ P14055(1, 100.Omm SL, May 9,2001).

北海道南部～大分県,黄 海,渤 海 ,東 シナ海に

分布.調 査海域では春季によく観察 される.

Tetraodontiformes フグ ロ

Monacanthidae カワハギ科

44 Иル″パscr″′arS(OSbecDソ ウシハギ (写真 35)

ONINH―P14074 (1, 85.2mln SL, June 13, 2001).

表層を遊泳 しているところをタモ網により採集

した。相模湾以南,全 世界の熱帯域に分布.

45 Rνttiぉ arοοルs Jordan and Fowlerアミメハギ

(写真 36)
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0 NヽH‐P13922(3,41.0‐41.6nlm SL,Oct.19,1999),

13925(5, 34.0‐39,7-SL, Feb.18,2000), 13939(1,

41 lnlm SL,Apr.12,2000),13948(1,42.Onlm SL,June

21,2000),14045(5,42.8‐50.9mln SL,Mり2,2001).

青森県以南の 日本各地 ,朝 鮮半島南部 に分布・

調査海域ではほぼ周年観察す ることができる.

46 ルα″″αιο″溶 ″

“

brお (Ginthe→ウマヅラハギ

(写真 37)

ONINH‐P13965(1, 186.lmm SL, Oct 24,2000).

積丹半島,相 模湾以南 ,東 シナ海 ,南 シナ海 に

分布 .宇 和海ではプ リやマダイな どの養殖生け賓

で混養 されている.

47 ,ψ ″α″ο′ψお ο″み推″σemminck and Schlegel)

カ ワハギ (写真 38)

OMNH― P13923(3, 1535‐ 1756mm SL, Oct.19,

1999), 14121(1, 69.4mm TL, Dec.15,2000).

北海道以南,東 シナ海 に分布  先述 した ウマヅ

ラハギと同様 ,宇 和海では養殖生け安で混養 され

ている。なお,調 査海域 で得 られた個体の うち 1

個体 (ONINH―P14121 )は 外観上尾鰭が欠損 した個

体であった (写真 39)

Ostr a c i i d a c  ハ コフグ科

48 0s″αοjο″J″
“
αε″″r7s Tem m i n c k  a n d  S c h i e g e lハ

コフグ

OⅣNH‐P13945(1, 1498mm SL, May l,2000).

岩手県～九州南部 ,台 湾に分布 .

Tetraodontidae フグ科

49 rα 初

“

ン ′
“
ヵノis(Temminck and Schlegel)ヒ ガ

ンフグ (写真 40)

OlvINH―P13924(2, 1163‐ 131.7nlnt SL, Oct 19,

1999), 13946(1, 1042回m SIン,Mり 1,2000)

北海道以南の 日本,東 シナ海,黄 海 に分布 .

50 rαたれg′ρ。′εあ″οrンs(Temminck and Schlegel)コ

モンフグ (写真 41)

OMNH‐ P13956(1, 119.7mln SL, Sep.13,2000),

13961 (1, 142.Onlrn SL, Sep.20,2000), 13973 (1,

129.6mm SL,Nov 8,2000), 14079(1, 725mm SL,

Aug.6,2001).

北海道以南の 日本,朝 鮮半島に分布

Diodont i d a e  ハ リセンボン科

51 Dわ あ″力οあε
“
ル霞 Lin■8euSハ リセンボン

OMNH‐ P13934(2,1021‐104 7mm SL,Mar.27,2000),

13937 (3, 1056‐111.3mln SL, Apr.12,2000), 14046

(1,112 1mm SL,May 2,2001),14087(1,145.5mln SL,

Aug.28,2001).

青森県以南,全 世界の温帯,熱 帯域に分布 2000

年 3月 頃より宇和海沿岸域一帯で本種が大量に出

現 してお り,巻 き網漁船の巻き網に大量に混獲さ

れたり,養 殖生け贅ではブリやマダイなどの養殖

魚が誤飲 して死亡するといつた被害をもたらして

いる.

本調査では以上の 51種が確認された。採集され

た魚種を分類群別に見ると,ス ズキロが 58.8%と

最も多く,次 にフグロ (157%),カ サゴロ (137

%)で あつた 科ごとの出現割合ではハゼ科が 98

%と 最も多く,以 下カワハギ科 (7.8%),フ サカ

サゴ科,ア ジ科,タ イ科,イ ソギンポ科 (それぞ

れ 59%)で あつた。今回の調査で,宇 和海にお

ける既往の報告 (辻。平松,1987:坂 井ほか,1994

;水野ほか,1996)に ないクロソイ ,タ テガミギ

ンポの 2種 が新たに記録 されたことを付記 してお

く.本 報における調査結果は断片的なものである

が,今 後継続的な調査を進めることにより,本 海

域における各魚種の出現と消長などの情報が得 ら

れるものと推察される.
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写 真 説 明

写 真 l E4grω 鶯 ヵ″ nittSカタ クチ イ ワ シ (59.lnlm SL,OMNH‐ P14056)

写 真 2 夏ψ
"ル
″加α rs″電

“
ギ ンイ ソイ ワシ (47.4 mln SL,OMNH‐P14057)

写 真 3 ,b“ 麻ο郎 ″α″ ο″訥 カ サ ゴ (62.lntm SL,ONO Hヾ‐P13920)

写 真 4 ,b“ 熔 滋
`“
おメバ ル (150.lnlm SL,OMNH‐ P13928)

写 真 5 湊如 たs∫mey′ ′ノク ロ ソィ (143 3nlm SL,0卜ぶ H―P13942)

写 真 6 J翻 ″の1●S″″br″レ″おハ オ コゼ (50 1mln SL,OⅣNH‐P13921)

写 真 7 &ェ 偲 rα
“
″οs_4ク ジ メ (H01mm SL, OMttH‐ P13944)

写 真 8 Ps′″あらた″PIIぉοο″0麟
`sア
サ ヒア ナ ハ ゼ (109.lnlm SL,0 Nヽ H‐ P13930)

写 真 9И ン″″″亀″″ク ロイ シモ チ (76 8mln SL,ONINH‐P13931)

写 真 10 %あ ra g″レ

“

ιrttatαブ リ (24.lnlm SL,juvenile,0卜曇ヾ H‐P14051)

写 真 11 ル 化Pお ″ο″α
"′
わ′αr″
"イ
サ キ (79.8ntrrl SL, OⅣ NH‐ P13964)

写 真 12 D麟 『α″
“
ρた″
“

コ ロダイ (209.4mm SL, ONINH‐ P14102)

写 真 13 ,ar“ s″bαヘ ダイ (151.2mm SL,ONINH‐ P13916)

写 真 14 PaFパ ″″ο″マ ダイ (181.4mm SL,OMMI‐ P14072)

写 真 15 』ン′″お力″″たαチ ダイ (959mm SL,0ヽ NH‐ P13963)

写 真 16 WJagο ノηο″たαシ ロギ ス (173.91r m SL,ONINH‐P13957)

写 真 17 ιヶ
`″
四カ″″たな ヒメ ジ (77 3nlm SL, OMNH― P13969)

写 真 18 D″
`″
αた″″ルε″ ウ ミタナ ゴ (HO.8mm SL,OMNH‐ P14081)

写 真 19 Gル ο′′α′′″craraメジナ (1203mm SL,Oν NH‐ P13968)

写 真 20 Ps・●
"p、
おα″ο
“
α″ イ ボ ダイ (24.lmln SL,ONINH‐ P14050)

写 真 21 L″ ι力ο
`″
′s′0′
`J′
"′
`″
sキ ュ ウセ ン (174.4 mln SL, OMNH‐P13943)

写 真 22 つた夕のο″αら″/ge2・Iダ イ ナ ン ギ ンポ (189.5 nlm SL,OMNH‐ P13917)

写 真 23 )篠

"ι

rCおSいれ ′jコ ウライ トラ ギ ス (72.5 mm SL,OMNIH‐ P13935)

写 真 24 Pα ″αb 雨々 霞メ
"ル
′イ ソギ ンポ (70.2rrlm SL,ONINH‐P13932)

写 真 25 Sra″
`′
ra σ歿電

“

α′αタテ ガ ミギ ンポ (66.4 nlm SL,ONINH―P14052)

写 真 26 ル″οscンセsレ ′ッ′ο

"sニ

ジ ギ ン ポ (49.9mm SL,0ヽ NH‐ P13926)

写 真 27 R″ ο″νει″ぉ ο″″′εO′″おネ ズ ミゴチ (129.4 nlm SL,♀ ,0ヽ 0 Hヾ‐P13958)

写 真 28 C加 ′″″b′霞 g2あsぉ ドロメ (28.lnlm SL,0ヽm‐ P14063)

写 真 29 Pr`″οgοら,ぉッ′rgaニ シ キハ ゼ (125 3mln SL,ON困 H‐P13918)

写 真 30 Pra″οgοら,ぉっ″ル κ蔭 チ ャガ ラ (24.7mm SL,ONINH― P14053)

写 真 31 0″ ゎεθ″′rys″推″イ トヒキハ ゼ (85 0nlm SL,ONINH‐ P13960)

写 真 32 S妙 ″郎ル
““
ε′な アイ ゴ (107.2nlm SL,OMNH‐ P13919)

写 真 33 Иはお″οc力αマ ル ソ ウダ (259.3moSL,OMN卜 P13962)

写 真 34 P々 ″ο″ιεrasッοあヵα″α
`マ
コガ レイ (loo O nlm sL,OMNH‐ P14055)

写 真 35 Иノ″た″パ scFtiprおソ ウシハ ギ (85.2mm SL, ONINH‐ P14074)

写 ]に36 磁 だな ικοル∫ア ミメハ ギ (410mm SL, OMNH‐ P13922)

写 真 37 動蹴
“
α
`ο
″ぉ ″οルS″sウ マ ヅ ラハ ギ (186.1■lm SL,0ヽ 曇ヾ H‐P13965)

写 真 38 Srυ Й
“
οり ぉο″ル舜″カ ワハ ギ (157.2nlln SL,0 Nヽ H‐ P13923)

写 真 39 Sゅ 力α″ο′υおε″ 力́ rカ ワハ ギ (69.4nlm SL,尾 部 欠 損 個 体 ,ONNH‐ P14121)

写 真 40 物晩 ″p"ぬ ′お ヒガ ン フ グ (131.7mm SL,0ヽ n Hヾ_P13924)

写 真 41 ra崚 群 ′。ιcぁ″ο
`な
コモ ン フ グ (142.Onlm,ONINH‐P13961)
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